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1ニアックニュースレター

食
品の低価格競争が、加速しており、食品に留ま

らず「良いモノをより安く」というようなフレーズ

をよく耳にします。流通業界も生き残りをかけて、

プライベート商品等により低価格化で仕事の幅を

ますます広げており、気を緩めることのできない経済環境となっ

ております。一方で、アンテナショップが連日テレビなどで紹介

され、弊社が運営させて頂いております「銀座わしたショップ」

も賑わいを見せております。沖縄に行かずとも疑似体験できるア

ンテナショップの味や雰囲気にしばし心癒されたい、というお

客様の心理なのでしょうか。価格競争を強いられる量販店に対

抗することの難しいアンテナショップが生き残るためには、何を

すべきなのでしょうか。本来、知名度の低い地方商品を紹介し、

お客様の反応を伺う場としての役割を担うアンテナショップ。売

りたいモノと売れているものは必ずしもイコールではありません。

店舗での実績をもとに、味、パッケージ、価格、安全面などに

ついては、更なる向上を目指し、永続的に取り組んでいきたい

と思います。

　そして、より身近に沖縄を感じて頂くためのサービス。昨年よ

り銀座店の改装で、スタートした「さーたーあんだぎー (沖縄風

ドーナッツ )」の実演販売は、好評を頂いており週末には、小

さなお子様を抱えて見入る家族連れのお客さまを多く見かける

ようになりました。沖縄を第二のふるさと、とおっしゃるお客様

の期待を裏切ることのないよう「沖縄を体感できる店」として、

五感を刺激する店づくりに努めていきたいと思います。

株式会社沖縄県物産公社代表取締役社長
（(財)南西地域産業活性化センター評議員）

金城秀雄

アンテナショップの役割
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　「21 世紀の環境エネルギー問題を解決するためには、新しい社会システムを構築することが重要だ」
東京大学 宮田秀明教授の提言の下、2009 年 6 月、那覇商工会議所は『次世代エネルギービジネス
検討委員会』を設置し、環境エネルギー分野におけるビジネスチャンスを模索している。当センターで
は、同委員会のサポート役として調査業務を実施する。

［事業紹介］

　鳩山政権の発足と温室効果ガス削減目標
　北極や南極の氷の減少、サンゴの白化現象、旱魃、多発する山火事等、地球温暖化は、我々人類が生息し
ている地球に対し、確実に影響を与え始めている。9 月 16 日に発足した鳩山新政権では、当問題に対応す
べく、米国や中国、インド等の主要排出国の参加を前提として、温室効果ガス削減目標を「1990 年に比
べて 25％削減する」という野心的な目標を発表し、「あらゆる政策を総動員して実現を目指す」と、積極
的な姿勢を示した。

　厳しい現実
　麻生政権下における政府試算によると、温室効果ガス 25％削減に
は、太陽光発電の導入量を現状の 55 倍に増加させ、新車販売の 9 割、
保有車 4 割をエコカーにし、全ての住宅を断熱仕様に替えなければ
ならない。そのための費用は年間 10 兆円を越し、20 年度時点の実
質国内総生産（GDP）は 3.2％低下、失業率は 1.3％上がるとのこ
とである。一般家庭では光熱費の上昇により年間 36 万円の負担を
強いられ、産業界においても排出量が多い企業を中心に大きな打撃
になると見て、新政権の政策に戦々恐々としている。
　特に、沖縄県においては、人口・世帯数の伸びや、観光客の増加
によるエネルギー消費量の増加に加え、島嶼県であるが故に、地理的・
地形的に水力や原子力発電所を持つことができず、電力の殆どを石炭や石油等の化石燃料に頼らざるをえな
いため、温室効果ガス削減目標の達成は極めて厳しい状況にある。
　資源エネルギー庁は、2006 年度における沖縄のエネルギー消費量増加率（対 90 年度比）は約 55％
と全国一で、炭素排出量増加率も約 70％と突出しているとの推計を示した。

次世代エネルギービジネス検討委員会、始動！

◇世界の二酸化炭素排出量
の約4割を米国と中国が
占める。

◇世界の国別1人当たり
CO2排出量は米国を筆頭
に、ロシア、ドイツ、日本、英
国で6割程度を占める。

⇒世界全体での環境負荷軽
減に向けた取り組みが必要
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　社会システムの変革
　東京大学宮田教授は、「環境エネルギー問題を解決
するための鍵は健全な環境エネルギー・ビジネスを
育成することである」と説く。つまり、環境問題を
解決するに厳しいと思われる沖縄であっても、そこ
に健全な環境ビジネスが育成されていれば、解決は
可能ということだ。
　電気自動車の中核を担う二次電池の性能は、日々、
飛躍的進歩を遂げている。その二次電池が環境だけ
でなく、既存の産業構造を一変させる革命的な可能
性を秘めているという。その二次電池と太陽光や風
力等の自然エネルギー発電システムをＩＴネット
ワークで組み合わせることにより、社会システムの
変革を生み出し、その中から既存産業の活性化や新たな産業の創出を狙う。しかしながら、現時点においては、
二次電池の価格は非常に高い。そのため、まず電気自動車を広く普及させ、その心臓部分に当たる二次電池
を量産化することにより低コスト化を狙う。また、その中古品により、更に安価な二次電池が出回ることと
なる。沖縄は、電気自動車、二次電池の普及に向けた実証実験に最適だと言う。

　なぜ沖縄？
　また、宮田教授は、「沖縄は、島嶼県であるため、一回当たりの走行距離に制約があり電気自動車の普及
に適している。また、ＣＯ２排出が民生・観光部門中心のため産業部門に大きな負荷を与えず環境問題への
解決に向け進めることができ、かつ、人口、ＧＤＰ共に小規模であるためプロジェクトの実行に必要な資金
が少なくて済む。そのため他府県に比べて社会システムを変えやすい」と実証実験を沖縄で行うことの優位
性に着目している。また、沖縄は観光県であり、毎年多くの観光客が訪れ、レンタカーを利用する。そのレ
ンタカーを電気自動車に変えれば、電気自動車のＰＲや試乗に有効であり、また、沖縄にとっても「観光と
環境の県」というイメージの醸成にも繋がる。

　民間企業が立ち上がる
　その壮大なプロジェクトの実現化に向け、民間企業を束ねる那覇商工会議所が立ち上がった。那覇商工会
議所が主導して県内民間企業に呼び掛け 2009 年 6 月に『次世代エネルギービジネス検討委員会』を発足し、
電気自動車や二次電池の普及による社会システムの
変革、ひいては沖縄の産業振興や環境保護を目指す。
　その第 1 フェーズとして、レンタカー業者が大
量に電気自動車を導入しやすい環境を構築すべく、
高速充電設備のインフラ整備に向けて本格的に取り
組む。南西地域産業活性化センターは那覇商工会議
所のサポート役として、世界エネルギー環境政策の
動向や電気自動車ならびに充電設備に関する調査に
取り組んでいる。

（調査第２部　与儀 克也）

出典：Accenture ホームページより

出典：日産ホームページより

日産「リーフ」
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［開催報告］

　当財団では、毎年７月の第３火曜日に調査研究成果報告会を開催し、前年度の研究成果を対外的に発
表している。今年は平成 20 年度の調査研究成果報告会を 7 月 21 日に開催したが、その概要を以下
にご紹介したい。

１．日　時：平成 21 年 7 月 21 日（火）15:00 ～ 17:00

２．場　所：ホテルロイヤルオリオン　２階　旭の間

３．会次第：

１）開会挨拶　（財）南西地域産業活性化センター　　　副会長兼専務理事　糸数　剛
２）研究成果報告

①「スポーツアイランド沖縄の現状と今後の展望」　企画研究部研究員　金城奈々恵
②「沖縄の工業製品の耐久性向上に関する調査」　　調査第１部研究員　西野通憲
③「県内市町村の地域特性および政策的課題について」　　上席研究員　金城　毅

３）質疑応答
４）閉会

４．各報告の概要

①「スポーツアイランド沖縄の現状と今後の展望」
　本調査は、スポーツ関連事業の中から、特に沖縄県で
行われているスポーツ合宿に焦点をあて、現状の把握や
課題の洗い出し、今後の可能性等について検討すること
を目的とした。
　県内市町村を対象としたアンケートでは、県外スポー
ツチームの合宿受け入れに積極的な自治体が 4 割弱存在
するとの結果が得られた。その理由としては、経済的効果、
青少年育成、地域 PR 効果等が挙げられた。スポーツ合
宿を受け入れる際の課題としては、「スポーツ施設の数や
設備の充実」、「宿泊施設や病院等の周辺施設の確保」等
が挙げられた。また、沖縄県全体でスポーツ合宿を誘致
する上で取り組むべき課題としては、「スポーツ施設・自治体間の連携強化」、「合宿チームへの割引や助成
制度の整備」、「受入窓口の一本化」等が課題として挙げられた。
　その他県外スポーツチーム・アンケート調査、事例調査等の結果を踏まえて、スポーツ合宿の誘致面、施
設面、受入体制面における課題を抽出した。そして、合宿受入オンラインプラットフォーム、市町村連携体
制システム、合宿運営プログラムを課題解決策として提案した。

平成 20 年度調査研究成果報告会
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②「沖縄の工業製品の耐久性向上に関する調査」
　持続可能な社会の構築には工業製品の耐久性向上による
廃棄物の発生抑制が必須であり、それには工業製品の腐食
環境を的確に評価できる腐食環境予測が望まれる。
　本調査は、①「工業製品の耐久性向上の考え方の啓発」、
②「腐食環境予測・評価システムを活用しての製品創生の
ための情報提供」を目的として実施した。
　具体的には、県内外の教授や研究所の研究員を招聘して
講演会を開催したが、その中でも特に腐食環境予測・評価
システム開発を詳細に説明すると、「飛来塩分量予測機能を
有する GIS の開発」、「腐食環境評価システムの開発」、「工
業製品の暴露試験」のステップがあり、移流拡散方程式や
各種計測器、気象観測装置の利用、高耐久コンクリート材料の開発など様々な要素が必要とされる。
　講演会を開催後のアンケート結果から、県内企業が工業製品に対する耐久性向上について、強い興味と関
心があることが分かった。今後もこのような工業製品の耐久性向上に向けた取組を図りつつ、製品創生に繋
げるための場を設ける事が重要だと考えられる。

③「県内市町村の地域特性および政策的課題について」
　各市町村の地域活性化を進めていくためには、各市町村
の地域特性や政策的課題などを踏まえた上で諸施策を講じ
る必要があり、本調査ではそのための基礎的情報を提供す
る趣旨から、各種統計指標により各市町村の特徴を調査分
析し、類似性の高い市町村グループの分類や地域別の課題
を整理した。
　まず、各市町村の地域特性をみるために、人口・世帯、
労働、経済・産業、行財政、生活基盤の５つの分野につい
て、100 余の各種統計指標により市町村別の横断的な比較
や時間軸でみた比較を行った。そして、これらの数多くの
指標が持つ情報量について、できるだけ情報量の損失を少
なくし総合的な指標（主成分）にまとめる主成分分析の手法を用いて各市町村の地域特性を分析した。さらに、
この結果得られた主成分をもとに、各市町村の類似性によってグループ分けを行うクラスター分析により県
内市町村を 9 つのグループに分類した。
　そして、これらの分析結果などを踏まえ、県内を本島北部、北部離島、本島中部、本島南部、南部離島、
宮古群島、八重山群島の 7 地域に区分し、各々の地域の特徴および課題について整理した。

（企画研究部　赤嶺　進也）
会場の様子
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シリーズ

宮里好一（みやざと	よしかず）氏

医学博士。岡山大学医学部を卒業後、岡

山大学医学部付属病院、香川県立中央病

院を経て、昭和 60 年に琉球大学医学部

講師兼総医局長。平成 2年に宮里病院を

開設後、平成 4年には医療法人タピック

理事長。平成 8 年に沖縄リハビリテー

ションセンター病院を開設する中で、痴

呆症やリハビリテーションの分野で様々

な業績を挙げる。平成 20 年にペアーレ

沖縄タピックを、翌 21 年にはウェルネ

スリゾート沖縄休暇センター・ユインチ

ホテル南城をオープンするなど幅広い活

躍を続けている。

―ウェルネスリゾート沖縄休暇セ
ンター・ユインチホテル南城を国
から引き継いだ経緯について教え
てください。

　ここを引き継ぐ以前に、国の施

設であった文化健康センターを引

き継いで「ペアーレ沖縄・タピッ

ク」として再スタートしました。

　 その 1 年後、つまり今年 2 月

にここを継承することになりまし

た。当初は南城市が国から引き継

ぐ話があったようですが、南城市

が断念したため、全国から一般入

札という形で譲渡されることにな

宮
里 
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近年、沖縄観光の持続的発展

に向けた取り組みとして、

沖縄の健康・医療や環境と観光を

結びつける取り組みが進められて

いる。今回のクローズアップは、

沖縄厚生年金休暇センターを国か

ら引き継ぎ「ウェルネスリゾート

沖縄休暇センター・ユインチホテ

ル南城」として健康・医療と環境

を観光と結びつける取り組みを実

践している宮里好一氏にお話を

伺った。

りました。私はここが素晴らしい

施設であることを知っていました

ので、「地域に親しまれるところ

が引き継いでくれたらいいな」と

思っていました。

―この施設の譲渡に入札する気は
無かったのですか？

　南城市が引き継ぐことを断念

したことは新聞で知っていました

が、代わりにここで事業をする気

は全然ありませんでした。

　ところが私の祖母は玉城村（※

南城市として合併した町村のひと

つ）出身でしたので、地元の親戚

や他にも色々な関係者から要請を

受けました。そういった要請を受

けて、私は「ここにある素晴らし

い健康増進施設、そして南城市の

文化や歴史、地の利を活かせば、
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健康と観光、医療と観光のドッキ

ングにつながるような条件は確か

にあるかもしれない」と思いまし

た。

　ただし、まったく初めてでした

から、琉球大学の平敷徹男教授や

名桜大学の宮里捷教授から「観光

とは何ぞや」ということを聞きに

行ったんです。そこで、私が素朴

に考えていたメディカル・ツーリ

ズム、ウェルネス・ツーリズムと

いうのは、次の新しい有望な方向

であること、それが重要になると

確信を深めました。

　このように、私が自発的に考え

たわけではないのですが、周辺か

ら要請され、だんだんその気にな

り、そして昨年 12 月にここを落

札したということです。「大変な

ことを引き受けた」と思いました

が、医療に携わっているものとし

て、沖縄の自立、発展にお手伝い

させていただけるのであれば本望

です。不思議なご縁でこれだけの

皆さまから期待を寄せられるなか

で、今ではこれは自分のミッショ

ンであると考えています。

―お話を伺っていますと、本当に
必要なときに必要な人たちが集
まって動き出したと思います。

　この施設の経営は厳しいです

が、南城市が統合医療という分野

を重要視していますし、地域の皆

さまにも親しまれている。このよ

うな施設を潰したくないという気

持ちがあったものですから。

　また、地下に天然ガスや温泉

といった資源があり、それを活用

すれば経営的にも大きく伸びてい

く可能性を感じます。それが沖縄

県全体に活用できるモデルになれ

ば、他の企業や医療関係者もこう

いう方向を取り入れてくるところ

が出てくるのではないかと思いま

す。そうなれば、沖縄全体がそう

いった特徴を生かした、アジアや

世界に誇れるような新しい観光産

業の分野を確立することになりま

す。

―この施設では、温泉の試掘も始
めました。

　この施設では水や温水を使った

歩行浴などのリハビリができるよ

うにしました。それを宿泊客に無

料で使えるようにしています。一

週間ほど宿泊して、健康増進あ

るいは障害を持っている方へのリ

ハビリも兼ねて、1 ヶ月でも 2 ヶ

月でも滞在できるようにしていま

す。

　ただし、課題はやはり水道光熱

費です。そこで地下水を汲みあげ

ようかとも考えていたところ、沖

縄県の関係者から大見謝（恒慈路）

さんを紹介され、温泉を汲みあげ

るという話にまで発展しました。

このように、人が人を紹介してく

れて助けてくれるというのが続い

ています。そうやって全てがつな

がったのです。私個人ではできま

せんでしたが、皆さまのお力添え

で短期間に進めることができまし

た。

―採掘するときに、ガスを掘り当
てて、そこから温泉とガスに分け
ると聞きましたが、ガスの利用法
はどのように考えているのでしょ
うか？

　今回の試掘というのは、基本的

に探鉱の下開発ということで補助

金が決定していますから、天然ガ

スの発掘を目標としています。そ

の天然ガスをメタンガスと温泉に

分離して利用していくということ

です。

　ガスの売却は今のところ考えて

いません。施設内での利用を考え

ています。現在、施設の水道光熱

費は年間 1 億円近くかかります。

ガスと温泉の利用で、コストが半

分になるだけでも負担は減りま

す。また、メタンガスを燃やして

発電すると他の化石燃料より低炭

素ですから、環境にも優しいので

す。

―リハビリセンターを経営されて
いる頃から、このように医療や健
康、環境、観光をつなげるイメー
ジのようなものはあったのでしょ
うか？

　リハビリテーションというの

は、理学療法、作業療法、いわゆ

る作業スタッフが歩かせたり筋肉

の訓練をしたりといったものもあ

りますが、自然を活用した、たと

えば水や海水、動物を活用する自

然活用型のリハビリテーションを

作りだそうというのが医療法人タ

ピックの考え方です。脳卒中の方

のリハビリとして農業を取り入れ

ています。

　特に水を活用したリハビリテー

ションという考えはありました。

幸い、この施設はプールも屋内外

にあります。それをリハビリテー

ションにも利用できるということ

でつながると考えています。

　高齢者になってヤーグマイ（引

きこもり）になると、ボケが出た

り寝たきりになりやすい。脳卒中

とボケのきっかけのひとつは関節

障害なんです。歩いた方が健康に

良いことは分かっていても、痛く

て歩けない。歩けば歩くほど、関

節に負担がかかる。ところがプー

ルを利用すれば、浮力によって関

節への負担が軽減された状態で運

動量が確保できます。そして逆に

水の抵抗もありますから、筋力を

鍛えやすいんです。高齢期になっ

て関節傷害が出たとき、そのまま

じり貧にならないためにも、水を

活用したリハビリは非常に良いの

です。

　また、脳卒中になる人は増加し

ています。「脳卒中になったら旅
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行なんてできない」と思いこんで

いる人が多いと思います。しかし、

　実際に僕は脳卒中の患者さん

達の付き添いで本土旅行に行った

ことがありますけど、きちんとサ

ポートすればできます。

　それから、リハビリテーション

に関して日本は世界一です。制

度としてのリハビリテーション専

門病棟というのは日本にしかあり

ません。中でも沖縄リハビリセン

ターは全国でベスト 10 に入るく

らいの施設です。そのノウハウは

この施設にも使えますし、リハビ

リ専門職だけで 120 ～ 130 名い

ます。そのスタッフと観光をつな

げる、メディカル・ツーリズムと

いうものを目指します。これはま

だ前例がありません。シンガポー

ルなどで行われているのは、あく

までガンや心臓疾患が中心なんで

す。脳卒中に対するツーリズムは

弱いんです。だけど、富裕層にも

脳卒中は少くないはずです。そこ

で、沖縄では脳卒中に関して世界

に誇れるようなリハビリテーショ

ンができる。それでしたら観光に

もつながるし、今すぐにでも準備

ができるということです。沖縄は

温暖な気候ですからリハビリには

最適ですし、そこに温泉がつなが

れば非常に魅力的なものになりま

す。

―リハビリ関連のスタッフは充実
しているとのことですが、医療現
場では看護師不足の問題をよく聞
きます。このあたりは大丈夫なの
でしょうか？ 

　看護師の数は、余裕があるとい

うほどではありませんが充実して

います。県外からも沖縄で働きた

いという希望多いです。うちの病

院であれば 3 割近くが本土出身で

す。全国から応募が来ます。

―お話を伺って、将来が非常に楽
しみな施設です。今後の発展方策
やプランニングにも期待が高まり
ます。

　沖縄全体の活性化につながる、

実行力のあるモデルになりたいで

すよね。それには私たちだけでは

力足らずなので、ぜひ沖縄県や

NIAC さんがバックアップしてい

ただければと思います。

　この会社のロゴマークも南城市

の地形に合わせたハート形で、世

界に発信するという気概を込めた

ロゴになっています。

　やはり南城市の持っているエネ

ルギー、琉球民族の発祥の地であ

り、そのような文化を持っていて、

そして今、新しい市になったばか

りです。その新しい南城市から、

文化を守り、自然を守りながら、

新しい地域の新しい観光の形をつ

くっていこうと。南城市からはそ

のようなパワーを感じます。私も

南城市の一員として、南城市全体

が世界に誇れるような地域になる

ように貢献する。それが一番の願

いです。

―新しい沖縄がここから始まりま
すね。

　このホテルのコンセプトのひと

つに「スーパー・コミュニティ・

ホテル」というものがあります。

地域のためのローカルなホテルと

いう意味ではありません。もちろ

ん地域の人がプロでなくともいろ

いろな芸能を出して観光客と交流

するような企画も考えています。

生まれてから人生を閉じるまで、

生涯地域の人に利用されるホテ

ル、という意味です。それがコミュ

ニティ。そして「スーパー」とい

うのは、世界の富裕層も含めて訪

ねたいと思われるホテル。

　つまり、地域の人たちが利用

して、心から癒されるホスピタリ

ティもあり、それを求める人たち

が訪れるという意味では閉鎖的な

地域でなく世界に開かれた地域、

世界の人たちが訪ねたいと思うよ

うな地域。そういう意味でのスー

パー・コミュニティ・ホテルを目

指しています。そして、このホテ

ルで完結するのではなく、少なく

とも南城市全体がつながる新しい

観光エリアのモデルになりたいと

考えています。

―本日は貴重なお話を聞かせてい
ただき、誠に有り難うございました。

聞き手：調査第 2 部 上江洲 豪
　　　　　　　　　  与儀 克也

ウェルネスリゾート沖縄休暇センター
ユインチホテル南城についてのお問い合わせ

Check!
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［トピックス］

　沖縄の三線は棹
さお

が命といわれている。その理由は木材が持つ高比重（水に沈むくらい重く、中身の詰まっ
た木材）という特性によるものだといわれている。そのため、古くからその棹材には県内産の黒檀やユシギ（芯
材）が使われてきた。三線の棹材に活用するためには、樹齢 200 年以上の黒檀が必要とされ、県内では調
達が困難な状況にあり、外国産に頼っているのが現状である。
　本研究は、県産材を用いた三線の普及と県内林業の振興に寄与するため、県内産の低比重木材を「圧密処
理（木材圧縮技術）」により高級棹材として扱える高比重な木材を開発し、広く普及させることを目的とした。
研究は、当財団が管理法人となり、県内企業（大真木材、あけぼのファーム）と研究機関（沖縄県工業技術
センター、沖縄県工芸技術支援センター）が連携した研究共同体で平成 18 年度から実施した。平成 18 年
度は財団法人沖縄県産業振興公社の「沖縄産学官共同研究推進事業」において圧密木材加工機の開発、平成
19 ～ 20 年度は経済産業省の「地域資源活用型研究
開発事業」によって加工及び生産技術の開発を行った。
　研究開発は、「圧密」を行う際に、各木材に適した
圧縮、加温、時間等のさまざまな条件の検証を行い、
県産材を高比重化することや、量産化について検討し、
その成果を元に県産材のリュウキュウマツや従来使わ
れなかったユシギの白

し ら た

太部分等を活用した「沖縄三線」
に適した高比重な棹材を生み出すことができた。研究

開発終了後も、研究共同体の協力のもと試作をかさね、

本年 8 月に「圧密三線」として本格販売に至った。

　「圧密三線」の特徴は、従来の三線に比べ、木材本来の持つ美しい木目や木目の細かさ、ぬくもりを感じ
る仕上がりとなっている。また、従来の黒檀棹材仕様の三線と変わらない音色を奏でる。そのため、中級者
以上の方々に満足いただける様な三線に仕上げている。
　「圧密三線」は共同研究体の一員である「あけぼのファーム」で月 12 丁製作され、販売を行っている。
　なお、「圧密三線」は県内外へ誇れる優れた県産品として評価され、本年度「最優秀優良県産品賞」を受
賞した。これを機に「あけぼのファーム」と「大真木材」は「圧密三線」の販売拡大を図るとともに、圧密
処理した県産材を県内外へ広く普及したいと語っていた。

（調査第一部：西野通憲）

（仕上状態の圧密三線）（粗削段階の圧密三線棹材）

＜「圧密三線」販売先＞
有限会社あけぼのファーム

住所：那覇市曙3-20-8
TEL:098-862-4340

http://www.akebono34.com/

　当財団が実施してきた「地域資源活用型研究開発事業」の成果となる『圧密三線』が、本年８月から
本格販売を開始し、平成 21 年度「最優秀優良県産品賞」を受賞した。ここでは、その成果について
ご紹介する。

県産材を使用した『圧密三線』が「最優秀優良県産品賞」を受賞
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　平成 21 年度離島地域広域連携推進モデル事業の進捗状況をご紹介したい。八重山地域事業では、
第 1 回八重山地域国際観光拠点づくり戦略構築推進委員会を開催し、宮古地域事業では、第１回広域
連携会議を開催した。詳細は、以下のとおり。

平成 21 年度　離島地域広域連携推進モデル事業

　１．八重山地域事業　～八重山地域国際観光拠点づくり戦略推進プロジェクト～
　石垣市、竹富町、与那国町の行政、観光協会、商工会の関係者、県内有識者 2 名の合計 12 名で構成さ
れる八重山地域国際観光拠点づくり戦略構築推進委員会の第１回委員会を下記の概要で開催した。

１）日時： 平成２１年８月２５日（火）１０：００－１２：００
２）場所：石垣港離島ターミナル第１・２会議室
３）検討事項

①事業実施計画について
②「国際観光地づくり戦略」のイメージについて
③八重山地域における国際観光の動向把握
⑤モニターの実施及び実施対象地域について

図：委員会体制図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　２．宮古地域事業
　　昨年度事業に引き続き事業全体の計画や基本方向等について検討する広域連携会議の今年度の第１回

会議を開催した。

１）日時： 平成２１年８月１３日（木）１３：００－１５：００
２）場所：沖縄県宮古事務所　２階　第２会議室
３）検討事項

①平成２１年度の事業の進め方について
②第１次実施モデル事業プログラム案
③意見交換会報告と各モデル事業の受入状況

（企画研究部　金城奈々恵）

委員長

副委員長

竹富町 与那国町

オブザーバー

沖縄コンベンシ
ョンビューロー石垣市

石垣市 石垣市 石垣市 竹富町 竹富町 竹富町 与那国町

アジア研究会
リーダー

欧州研究会
リーダー

受入体制研究
会リーダー

与那国町 与那国町

（学識経験者）

（行政） （観光協会） （商工会） （行政） （観光協会） （商工会） （行政） （観光協会） （商工会）

写真：委員会の様子

［開催報告］



11ニアックニュースレター

　当財団で補助を受けている「平成 21 年度沖縄県産業振興基金事業 エネルギー基盤安定整備事業」
の一環として、同事業で着目している「亜臨界水処理」という技術に関するセミナーを宮古島市で開催
した。

　１．亜臨界水処理とは
　水は、温度 374℃以上、圧力 220 気圧以上の高温・高圧の状態下では気体でも液体でもない「超臨界水」
と呼ばれる状態になる。それより少し温度・圧力が下がった状態が「亜臨界水」である。「超臨界水」「亜臨界水」
ともに激しい加水分解作用があり、「超臨界水」中では有機物は二酸化炭素と水にまで分解されるが、「亜臨
界水」だと分解作用は多少弱まり、ペプチド、有機酸のレベルに分解されるに留まる。有機物に亜臨界水処
理を施した後の溶液にメタン菌を投入すると、ちょうど良い大きさに分解された有機物を菌が食し、高効率
でメタンが生成されるという実験結果もある。

　２．宮古島について
　農業が盛んな宮古島市は家畜排泄物、さとうきび生産事業関係バイオマス、農産物残渣、食品残渣などの
バイオマス資源が豊富に存在しており、循環型社会の形成の可能性がある。また、ゴミ焼却施設老朽化に
よるゴミ減量化の必要性の発生等により、宮古島市は平成 19 年 3 月に「宮古島市バイオマスタウン構想」
を公表しており、バイオマスに対する関心が高い。

　３．セミナーの開催について
　亜臨界水処理を経て高効率で生成したメタン（１．参照）は、発電用や熱源用として利用できる可能性が
ある。そのため、宮古島市やその他バイオマスに関わりのある企業に対してバイオマス利活用の新たな選択
肢を提示することを目的として、以下の内容で「宮古島バイオマス技術セミナー」を開催した。

日　時：平成 21 年 8 月 18 日 ( 火 ) 　15 時～ 17 時

場　所：沖縄県宮古事務所講堂（沖縄県宮古島市平良字西里 1125）

テーマ：亜臨界水処理について 

講　師：大阪府立大学　工学研究科　吉田 弘之　教授

　本セミナーには宮古島市役所のバイオマスに関連する部署か
ら複数人の参加があり、同技術についての理解を深めて頂いた。
また、宮古島市内のマスコミも取材に訪れたため、ＴＶニュー
スや新聞で多くの地元の方々へのＰＲの機会ともなった。

（企画研究部　赤嶺　進也）

宮古島バイオマス技術セミナー
―亜臨界水処理について―

［開催報告］
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［開催報告］

【9 月】
日　　　時：平成 21 年 9 月 15 日（火）18:30 ～ 20:30
場　　　所：（財）南西地域産業活性化センター　大会議室
トピックス：「熱帯植物の機能性でオーダーメイド化粧品を目指した
　　　　　　  研究開発」
講　　　師：バイオ 21 株式会社　研究開発企画
　　　　　　担当　岡田 吉央　氏
概　　　略：沖縄県は、本土とは異なる植生を有している。9 月サロンは、

「ちゅらら」ブランドで有名なバイオ２１株式会社の岡田氏
に、熱帯植物の機能性を利用したオーダーメイド化粧品の研
究開発についての話題を提供して頂いた。植物エキスが遺伝
子発現に与える影響、オーダーメイド化粧品作製へのアプ
ローチや、それに関わる DNA 解析コスト削減の可能性、化
粧品と薬事法上の規制範囲との関係、沖縄観光の付加価値に
対する寄与とそのための自然の保護等々、話題は広範に亘っ
た。

産学官交流サロン
　当財団では、産学官が気軽に集まって交流する産学官交流サロンを毎月開催している。サロンでは毎
回、講師を招いて 20 分程度の講話を頂き、その後気軽なスタイルで懇談、交流している。平成 21
年９月にかけて開催されたサロンのトピックス概要を以下にご紹介する。

平成 21 年度「沖縄グリーン電力基金」助成先決定！
　　平成 21 年度助成金募集（平成 21 年 4 月 1 日～ 6 月 30 日）を

行ったところ、３自治体から 13 件の応募があり、7 月 16 日開催の
沖縄グリーン電力基金運営委員会において以下の通り助成先が決定さ
れた。

（総務部 宮里 宜子）

（企画研究部　赤嶺進也）
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［事務局ダイアリー］

活 動 状 況 （平成 21 年 7 月〜 9 月）

7 月● July

9 月● September

8 月● August

第 1回全国地域技術センター連絡会議（出席）

平成 20 年度調査研究成果報告会

健康ビジネス支援事業第１回委員会

産学官交流サロン

全国グリーン電力基金担当者連絡会議（出席）

宮古地域第１回広域連携会議

宮古島亜臨界水処理技術セミナー

八重山地域国際観光拠点づくり戦略構築推進委員会

2日

21 日

30 日

15 日

11 日

13 日

18 日

25 日

【賛助会員募集の案内】

　当センターでは、地域産業の活性化や発展に寄与することを目的とした事業活動を推進
するため、賛助会員を募集しております。
　ご賛同いただいた会員には、当財団の事業活動への優先的参加をはじめ、次のような特
典をご用意しております。

■会員の特典

・事業活動の公益的意義、研究活動等を通じて、産学官との交流に参加できます。

・地域の活性化事業、産業創造等に参画でき、技術相談、斡旋等が受けられます。

・財団が発行するニュースレター等定期刊行物が無料で受けられます。

・県内外の著名な研究者等とのネットワーク形成に参画する機会が得られます。

■申込・お問合せ先

〒 900-0015 那覇市久茂地 3 丁目 15 番 9 号  アルテビルディング那覇 2 階

財団法人南西地域産業活性化センター  総務部

TEL（098）866-4591　FAX（098）869-0661

※賛助会員の加入等につきましては、ご不明な点などありましたら、お気軽にお問い合わせください。
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　沖縄グリーン電力基金は、環境にやさしい自然エネルギー
の普及促進に賛同するお客さまから寄付金をいただき、太陽
光・風力発電設備開発への助成を図る制度です。自然エネル

ギーの発展に協力しませんか？

加入申込受付中！

古紙配合率 100％の再生紙を使用しています。


